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　　　　　　　　図I　腎部の変位量
　次に被験者X椅子ごとに、体圧分布から瞥部・大腿部へ
の荷重を算出し、それを各押し込み硬さ関数に代入した結
果を着座時の腎部・大腿部の変位量とした。
　大腿部の変位量と官能評価項目の間には相関が認められ
ず、座り心地に影響しないという結果であった。
　腎部の変位量との間では、以下の項目に相関が見られた
（いずれもp＜0．01，カッコ内は相関係数）。
4　人体・椅子座面の押し込み硬さ特性と座り心地
　次に腎部の押し込み硬さ特性の違いが座面の押し込み硬
さ特性の好みに与える影響を調査した。具体的にはクラス
ター分析により、被験者と試料を腎部への一定の荷重に対
する変位量の大小で各三群に分け、二元配置分散分析を用
い、試料の群を変えた場合の官能評価の変化のパターンを、
被験者の群ごとに比較した。今回の結果を以下に示す。
　「跳ね返る感じ」は、腎部が硬い被験者は中程度の座面で、
柔らかい被験者と中程度の被験者は柔らかい座面で、強く
受けた。
　「心地よい感じ」は、腎部が硬い被験者は硬めの座面で、
中程度の被験者は硬いか柔らかい座面で、柔らかい被験者
は中程度の座面で、強く受けた。
　「総合評価」では被験者の群の別とは無関係に、荷重に対
する座面の押し込み量が少ない、すなわち硬めのクッショ
ンの評価が高い、という結果であった。
5．まとめ
　押し込み硬さ特性をもとに、座り心地との対応を調査す
る評価手法を、2種類提案した。それぞれの対象を以下に
示す。
・着座時の腎部の変位量が座り心地に与える影響
・腎部の押し込み硬さ特性の違いが座面クッションの押し
　込み硬さ特性の好みに与える影響
　なお今回の解析は、被験者数が不十分であるため、本来
の結果を代表しているとは言い切れない。そのため被験者
数を増やすことで、これらの手法を用いた際の正確な緒果
を得ることが、今後の課題としてあげられる。
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